
日
朝
の

「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」

の
検
討

〈
一
一
〉

｜
｜
心
性
本
覚
思
想
に
つ
い
て
｜
｜

中

傑

暁

秀

付

行
学
日
朝
（
一
四
二
二

i
一
五

O
O）
の
「
本
尊
抄
私
記
（
五
巻
〉

・
見
聞
〈
三
巻
）
」

（
『
朝
一
師
御
書
見
聞
』
所
町
長
す
る
と
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様
々
な
問
題
が
存
す
る
。
既
に
、

ω日
朝
は
最
古
の
科
文
と
い
わ
れ
る
五
段
の
大
科
に
則
っ
て
、

〈

2
》

注
釈
態
度
に
よ
っ
て
窺
え
る
。

『
本
尊
抄
』
に
注
釈
を
施
し
て
い
る
。
そ
の
証
左
は
、
自
然
譲
与
段
の

ω
「
私
記
・
見
聞
」
中
に
引
用
さ
れ
る
経
論
釈
は
尾
大
な
量
に
上
る
。
特
に
中
古
天
台
文
献
が
極
め
て
豊
富
で
あ
る
点
も
注
目
さ
れ
る

が
、
日
朝
は
た
だ
単
に
無
原
則
に
援
引
す
る
と
い
う
の
で
は
な
く
、
常
に
文
献
吟
味
を
心
掛
け
て
い
汚

ω
「
私
記
・
見
聞
」
中
に
は
、
数
法
相
配
釈
が
色
濃
い
。
加
え
て
、
「
我
等
衆
生
形
骸
全
体
五
輪
塔
婆
形
貌
也
」
と
の
言
を
見
る
と
、

『
阿
仏
房
御
書
』
・
『
御
義
口
伝
』
等
と
、
そ
の
基
調
を
同
じ
う
す
る
も
の
の
よ
う
に
思
わ
れ
わ
〉

等
々
の
考
察
を
試
み
た
の
で
、
今
は
「
私
記
・
見
聞
」
八
巻
中
に
展
開
さ
れ
る
「
心
性
本
覚
思
想
」
を
一
つ
の
手
掛
り
と
し
て
、
か
か
る

問
題
を
少
し
く
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
ニ
〉
ハ
中
傑
）



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
会
一
〉

ハ
中
傑
〉

(::) 

「
祖
書
学
」
を
提
唱
し
、
遺
文
の
文
献
学
的
研
究
に
新
生
面
を
開
き
、
後
の
遺
文
研
究
に
多
大
な
影
響
を
及
ぼ
し
た
宗
学
者
が
、
故
立

正
大
学
教
授
浅
井
要
麟
（
一
八
八
三

1
一
九
四
二
〉
先
生
で
あ
る
。
周
知
の
よ
う
に
先
生
の
祖
書
学
の
特
色
は
、
遺
文
の
真
偽
論
に
あ
っ

（
『
日
蓮
聖
人
教
学
の
研
究
』
所
収
〉
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
例
え
ば
中
古
天
台
は
円
密
禅
合
談
の
雑
乱
教

て、

「
祖
書
の
思
想
的
研
究
」

学
で
、
台
密
義
を
権
実
雑
乱
と
し
て
極
力
斥
け
ら
れ
た
宗
祖
が
、
こ
の
よ
う
な
思
想
を
取
り
入
れ
ら
れ
る
は
ず
は
な
く
、
宗
祖
の
思
想
の

本
質
は
、
中
古
天
台
の
思
想
と
異
質
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
前
提
に
立
っ
て
、
中
古
天
台
に
与
問
的
な
遺
文
は
す
べ
て
偽
撰
と
し
て

排
除
し
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
る
。
こ
の
試
論
は
、
爽
雑
物
を
除
き
去
っ
て
、
純
粋
な
日
蓮
教
学
を
樹
立
し
よ
う
と
す
る
貴
い
作
業
で
あ

っ
た
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
思
想
内
容
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
真
偽
を
判
定
し
よ
う
と
す
る
方
法
は
、
余
り
に
も
冒
険
す
ぎ

《

6
》

る
の
で
は
な
い
か
、
と
案
じ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

《

7
V

心
性
本
覚
思
想
の
問
題
に
つ
い
て
い
え
ば
、
浅
井
要
麟
先
生
は
、
い
わ
ゆ
る
八
葉
九
尊
の
心
性
の
蓮
華
を
説
く
遺
文
は
偽
撰
で
あ
る
と

（
定
遺
統
筋
遺
文
番
号
二
ニ
〉
・
『
日
女
御
前
御
返
事
』
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さ
れ
、
そ
れ
に
属
す
る
も
の
と
し
て
、

『
十
如
是
事
』

ハ
正
郎
二
五
六
〉
・
『
一

世
諸
仏
総
勘
文
教
相
廃
立
』

ハ
正
篇
三
四
八
〉

・
『
当
体
蓮
華
抄
』

〈
続
篇
三
九
〉

・
『
一
念
三
千
法
門
』

〈
続
篇
一
四
）

・
『
普
無
畏

抄
＆＝ 

ハ
正
筋
四
六
〉

・
『
忘
持
経
事
』

〈
正
篇
二
一
二
）

・
『
日
妙
聖
人
御
魯
』

〈
正
篇
一

O
七〉

・
『
日
女
御
前
御
返
事
』

（
正
篇
二

九
三
〉

・
『
十
八
円
満
抄
』

（
続
篇
四

O
〉
等
を
挙
げ
ら
れ
、
そ
の
理
由
と
し
て
、

（
1
〉
台
密
を
破
折
さ
れ
た
宗
祖
が
、
台
密
教
義
を

取
り
入
れ
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
。

（
2
〉
心
性
蓮
華
説
と
関
連
す
る
、
例
え
ば
理
体
本
覚
思
想
・
観
念
成
仏
論
・
己
身
本
尊
論
等
の
い
わ

ゆ
る
本
覚
思
想
は
、
中
古
天
台
特
有
の
思
想
で
あ
っ
て
、
宗
祖
の
標
準
遺
文
た
る
『
関
目
抄
』

・
『
本
尊
抄
』
等
の
思
想
と
異
な
る
も
の



《

8
》

で
あ
る
。
と
の
二
点
を
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

同

『
大
日
経
』

「
八
薬
蓮
華
」
と
は
、
我
等
衆
生
の
肉
団
心
を
八
弁
の
蓮
華
の
ご
と
き
も
の
で
あ
る
と
思
惟
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
典
拠
は
、

ハ
具
名
『
大
毘
虚
遮
那
成
仏
神
変
加
持
経
』
〉
の
「
入
漫
茶
羅
具
縁
真
言
品
」
に
説
示
さ
れ
、
『
大
日
経
疏
』

（
具
名
『
大

見
虚
遮
那
成
仏
経
疏
』
〉
の
巻
第
四
に
、

「
即
観
自
心
作
八
葉
蓮
花
。
阿
閤
梨
言
。
凡
人
汗
栗
駄
心
状
。
猶
如
蓮
花
含
而
未
敷
之
像
。
有

筋
隊
約
之
以
成
八
分
。
男
子
上
向
女
人
下
向
。
先
観
此
蓮
令
其
開
敷
。
為
八
葉
白
蓮
花
座
。
」
と
あ
る
「
汗
栗
駄
心
」
の
こ
と
で
、
衆
生

の
心
蔵
〈
肉
団
心
）
を
い
う
。
す
な
わ
ち
、

《

U
M
る
と
す
る
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
衆
生
の
心
性
に
は
九
尊
が
在
す
と
い
う
の
で
あ
る
か
ら
、
衆
生
の
当
体
そ
の
ま
ま
が
本
有
の
仏
で
あ
る
と

【
担
》

い
う
、
理
体
本
覚
思
想
の
こ
と
で
あ
る
。

『
同
疏
』
に
よ
れ
ば
、
衆
生
の
肉
団
心
は
仏
・
菩
薩
の
座
で
あ
り
、
八
葉
九
尊
の
住
処
で
あ
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し
た
が
っ
て
、
密
教
と
法
華
経
と
の
融
合
を
密
教
に
よ
っ
て
解
釈
し
よ
う
と
試
み
た
、

『
講
演
法
華
儀
』

の
撰
と
さ
れ
る

（
具
名
『
入
真
言
門
住
如
実
見
講
演
法
華
略
儀
』
〉
は
、
法
華
三
昧
に
入
っ
て
心
中
に
あ
る
八
葉
の
蓮
華
を
観
想
九
日

円
珍
（
八
一
四

1
八
九
一
）

に
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
安
然
（
八
四
一

i
九
O
三
？
〉
は
、
叡
山
の
本
覚
思
想
に
立
脚
し
て
、
菩
提
心
は
衆
生
本
具
の
も
の
で
あ
り
、
生

仏
不
二
の
ゆ
え
に
、
密
教
の
所
説
に
し
た
が
っ
て
正
し
く
思
惟
修
行
す
れ
ば
、
速
疾
に
菩
提
を
実
現
し
得
る
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
基
本

《

mv

的
な
特
色
を
有
す
る
『
菩
提
心
義
抄
』
ハ
具
名
『
胎
蔵
金
剛
菩
提
心
義
略
問
答
抄
』
〉
に
お
い
て
、
例
え
ば
「
如
来
蔵
自
性
清
浄
心
名
＝
真

実
心
一
。
一
切
衆
生
胸
間
肉
団
其
形
八
分
。
男
仰
女
伏
。
其
色
丹
赤
。
是
五
歳
中
之
心
臓
也
。
真
言
行
者
観
＝
此
八
分
－
為
＝
八
葉
蓮
－
。
上

テ

ム

館

副

》

開
－
－
九
仏
－
名
＝
心
処
心
－
。
」
と
述
べ
て
、
八
葉
心
性
蓮
華
の
強
調
が
見
ら
れ
る
。

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
（
ニ
〉

（
中
保
〉



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
つ
一
〉

〈
中
傑
〉

こ
の
こ
と
は
や
が
て
、
中
古
天
台
で
は
盛
ん
に
説
い
て
、
本
覚
思
想
を
展
開
す
る
上
で
の
一
助
と
し
て
い
る
。
例
え
ば
鎌
倉
末
乃
至
南

北
朝
期
の
成
文
化
と
目
さ
れ
る
「
身
延
蔵
文
明
三
三
四
七
一
〉
年
泰
芸
〈
行
学
日
朝
門
下
の
円
教
日
意
（
一
四
四
四

i
一
五
一
九
〉
の

こ
と
〉
書
写
本
」
を
底
本
と
し
た
、
俊
範
〈
〈
l
一
二
二
一

l
）
の
相
伝
を
静
明
（
l
）
・
心
賀
（
1
一
三
二
九
l
〉
を
経
て
心
聡
〈
｜

一
三
二
九
｜
）
に
よ
っ
て
記
述
さ
れ
た
『
一
帖
抄
』
に
は
、
「
問
云
。
当
体
蓮
華
実
体
何
物
耶
伝
云
。
法
界
総
体
蓮
華
也
。
胸
中
有
＝
遮

札
吋
ご
と
、
当
体
蓮
華
の
実
体
を
究
明
し
て
、
我
等
衆
生
の
胸
中
の
漣
華
で
あ
る
と
の
当
体
全
是
を
説
匂
同
趣
の
説
述
が
、
時
代
は
少

し
く
下
り
（
南
北
朝
i
室
町
時
代
の
成
立
）
、
尊
舜
〈
一
四
五
一

5
一
五
一
四
〉
の
著
と
さ
れ
匂
プ
一
帖
抄
見
聞
』
に
、
「
十
界
衆
生
皆

畠

V

’
J

S

ム
ル

蓮
華
生
故
。
蓮
華
因
果
法
門
云
即
身
成
仏
詮
要
。
閲
悟
得
脱
奥
蔵
也
。
・
・
・
・
・
十
界
衆
生
共
居
＝
八
葉
蓮
華
－
極
三
牛
有
胎
蔵
理
－
也
。

a

w

J

S

円

nv

仰
円
密
大
事
悉
極
－
－
蓮
華
因
果
法
門
一
也
」
と
あ
る
。

（

mv 

特
に
鎌
倉
中
期
か
ら
末
期
の
成
立
と
見
ら
れ
る
伝
最
澄
の
『
修
禅
寺
決
』
（
身
延
山
蔵
の
行
学
日
朝
及
び
円
教
日
意
の
所
持
本
に
よ
れ

ば
、
そ
の
体
裁
は
全
四
帖
か
ら
な
り
、
各
帖
に
は
そ
れ
ぞ
れ
題
名
が
記
さ
れ
て
あ
る
。
第
一
帖
は
外
題
・
内
題
と
も
に
「
修
禅
寺
相
伝
私
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記
」
、
第
二
帖
は
外
題
・
内
題
と
も
に
「
修
禅
寺
相
伝
日
記
」
、
第
三
帖
は
外
題
に
は
「
大
教
縁
起
口
伝
」
、
内
題
に
は
「
修
禅
寺
相
伝

日
記
」
、
第
四
帖
は
外
題
・
内
題
と
も
に
な
く
、
第
三
帖
の
題
を
そ
の
ま
ま
踏
襲
し
て
い
る
。
今
日
こ
れ
ら
を
総
称
し
て
『
修
禅
寺
決
』

と
い
海
）
の
第
四
帖
に
は
、
長
一
経
紘
一
ハ
『
大
日
経
豊
富
の
き
。
記
衆
色
心
民
0

・
一
札
－
－
八
蓮
華
－
o

男
子
向
ν
与

女

ん

テ

J

昌

也

ナ

q
ト

J

f

a

テ

7

2

8

v

向
レ
下
。
至
＝
成
仏
期
一
。
設
雄
一
－
女
人
一
。
心
問
蓮
速
還
向
レ
上
。
」
と
あ
っ
て
、
前
述
の
『
大
日
経
疏
』

・
『
菩
提
心
義
抄
』
等
の
先
例
を

踏
み
、
等
海
〈

l
一
三
四
三

l
〉
が
鎌
倉
末
乃
至
南
北
朝
の
成
文
化
と
見
ら
れ
る
『
二
帖
抄
』

（
別
名
『
相
伝
法
門
見
聞
』
一
海
筆
〉
に

《甜
V

つ
い
て
康
永
二
〈
二
ニ
四
三
〉
等
か
ら
貞
和
五
（
二
ニ
四
九
〉
年
ま
で
、
六
年
の
歳
月
を
か
け
て
詳
釈
し
た
『
等
海
口
伝
抄
』
ハ
別
名

「
当
流
当
体
蓮
華
云
事
深
習
也
。
当
体
蓮
華
者
。
三
世
諸
仏
心
蓮
台
。
一
切
衆
生
心
法
也
。
衆
生
心

『
宗
大
事
口
伝
抄
』
〉
に
至
る
と
、



v

，，
p

t

r

《幻
V

法
者
。
八
業
肉
団
。
八
葉
由
連
也
。
因
果
不
一
一
。
権
実
一
体
姿
也
。
説
＝
顕
此
法
－
名
＝
法
華
－
也
」
と
、
八
葉
の
肉
聞
を
以
て
、
仏
の
心
建

《

mv

台
と
な
し
て
、
衆
生
の
当
体
を
本
覚
の
仏
そ
の
も
の
と
説
く
の
で
あ
る
。

制

心
性
迷
華
に
つ
い
て
諮
る
日
蓮
遺
文
は
、
上
総
土
気
の
本
寿
寺
他
四
ケ
所
に
真
蹟
の
断
片
が
散
在
す
る
、
弘
安
元
年
六
月
二
十
五
日
の

（
定
遺
一
五
一
五
・
異
称
『
日
女
品
々
供
養
事
』
、
以
下
異
称
を
用
い
る
。
〉
、
真
蹟
は
現
存
せ
ぬ
が
正
筋
に
収

《
却
》

め
ら
れ
る
、
建
治
三
年
八
月
二
十
三
日
の
『
日
女
御
前
御
返
事
』
（
定
遺
二
二
七
六
〉
、
弘
安
二
年
十
月
の
『
三
世
諸
仏
総
勘
文
教
相
廃

《
初
》
立
』
（
定
遺
二
ハ
九
一
・
一
六
九
二
・
二
ハ
九
六
〉
、
続
篇
所
収
の
『
十
如
是
事
』

『
日
女
御
前
御
返
事
』

ハ
定
遺
二

O
三
二
〉
、

『
一
念
三
千
法
門
』

（
定
遺

二
O
三
八
〉
、

『
当
体
蓮
華
抄
』

（
定
遺
二
＝
ニ

0
・
二
二
二
二
、

『
十
八
円
満
抄
』

ハ
定
遺
二
二
ニ
九
〉
等
々
で
あ
る
。
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し
か
る
に
、
浅
井
要
麟
先
生
は
こ
れ
ら
の
遺
文
の
他
に
、
京
妙
顕
寺
外
二
ケ
所
に
真
蹟
の
断
片
が
散
在
す
る
『
普
無
畏
抄
』

〈
定
遺
四

持
経
事
』

二
号
、
内
房
本
成
寺
外
三
ケ
所
に
真
蹟
断
片
散
在
の
『
日
妙
聖
人
御
番
』
ハ
定
選
六
四
四
）
、
及
び
中
山
法
華
経
寺
に
真
蹟
完
存
の
『
忘

ハ
定
遺
二
五
乙
の
三
遺
文
を
も
、
先
生
は
「
胸
聞
の
蓮
華
に
托
し
て
、
心
性
本
覚
を
説
か
れ
て
居
る
の
で
あ
対
」
と
の

せ
給
き
。
」
、

『
善
無
畏
抄
』
は
「
十
方
世
界
徴
塵
数
の
諸
仏
の
御
舌
は
不
妄
語
戒
の
力
に
酬
て
八
葉
の
赤
蓮
華
に
を
い
い
さ

『
日
妙
聖
人
御
書
』
は
「
妙
の
一
字
に
は
こ
の
舌
ま
し
ま
す
。
釈
迦
多
宝
の
御
舌
な
り
。
此
二
仏
の
御
舌
は
八
棄
の
蓮
華

千

島

『
忘
持
経
事
』
は
「
無
始
業
陣
忽
消
、
心
性
妙
蓮
忽
開
給
歎
。
」
と
あ
る
の
が
そ
れ
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
を
も
「
心

言
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

な
り
。
」
、

性
蓮
華
」
と
見
な
す
に
は
、

い
さ
さ
か
短
絡
に
す
ぎ
る
の
で
は
な
い
か
。

い
う
ま
で
も
な
く
、

い
わ
ゆ
る
心
性
蓮
華
説
の
淵
源
は
、
遠
く
は
普
無
畏
、
近
く
は
円
珍
・
安
然
等
に
存
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
し
た

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
ハ
ニ
〉

ハ
中
傑
〉



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
会
一
〉

（
中
傑
〉

が
っ
て
、
宗
祖
に
こ
の
種
の
表
現
方
法
が
あ
っ
て
も
決
し
て
不
思
議
で
は
な
い
。
が
、
純
粋
法
華
教
学
の
樹
立
を
念
願
さ
れ
た
宗
祖
で
あ

る
か
ら
、
最
初
か
ら
こ
の
よ
う
な
説
は
引
か
ぬ
、
と
見
る
の
が
最
も
穏
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
努

「
宝
塔
品
の
御
時
は
多
宝
如
来
・
釈
迦
如
来
・
十
方
の
諸
仏
・
一
切
の
菩
薩
あ
つ
ま
ら
せ
給
ぬ
。
此
宝
塔
品
は
い
づ
れ
の

と
す
る
と
、

と
こ
ろ
に
か
只
今
ま
し
ま
す
ら
ん
と
か
ん
が
へ
候
へ
ば
、
日
女
御
前
の
御
胸
の
閥
、
八
葉
の
心
蓮
華
の
内
に
お
は
し
ま
す
と
日
惑
は
見
ま

い
ら
せ
て
候
。
」
と
説
示
さ
れ
る
前
述
の
真
蹟
断
片
存
の
『
日
女
品
々
供
養
事
』
の
扱
い
が
、
問
題
と
な
ろ
う
。
思
う
に
、
恐
ら
く
か
か

る
表
現
に
至
っ
た
の
は
、
日
女
御
前
と
い
う
対
告
の
知
的
・
宗
教
的
レ
ベ
ル
を
念
頭
に
置
く
が
ゆ
え
の
、
筆
の
勢
い
と
で
も
い
う
べ
き
も

の
で
あ
ろ
う
か
。

一
念
三
千
論
に
よ
る
の
が
宗
祖
の
本
来

｛お》

の
面
白
で
あ
っ
て
、
心
性
蓮
華
等
の
密
教
々
学
に
よ
る
も
の
は
、
仮
に
存
在
し
た
と
し
て
も
、
所
詮
傍
系
思
想
に
位
置
す
る
も
の
と
理
解

以
上
の
点
を
種
々
一
整
理
し
て
、
結
論
的
に
い
え
ば
、
人
界
と
仏
界
と
の
相
即
を
説
く
な
ら
ば
、
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す
べ
き
で
あ
る
う
。

伺

『
金
網
集
』
は
身
延
二
祖
日
向
が
宗
祖
の
講
義
を
聴
講
し
、
ま
た
、
自
ら
見
聞
す
る
と
こ
ろ
に
し
た
が
っ
て
、
諸
宗
破
立
の
大
綱
を
記

・
「
真
言
宗
見
聞
」
等
と
名
づ
け
、
総
括
し
て
『
金
綱
集
』
と
題

《
制
調
》

さ
れ
た
も
の
で
、
古
来
よ
り
身
延
門
流
の
秘
書
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
た
有
名
な
も
の
で
あ
る
。

し
、
広
く
経
・
論
・
釈
・
疏
の
金
言
を
渉
猟
し
て
、

「
華
厳
宗
見
聞
」

《

謁

》

こ
の
『
金
網
集
』
十
四
巻
あ
る
中
、
身
延
山
に
蔵
さ
れ
、
日
王
丸
の
筆
に
な
る
第
六
「
真
言
宗
見
聞
」
〈
真
言
五
智
四
身
事
V

の
金
胎

《

舗

》

両
部
の
同
異
を
説
く
段
に
、
「
胎
界
普
光
浄
月
輪
中
有
＝
本
尊
形
二
五
云
、
金
界
帰
命
本
覚
心
法
身
常
住
妙
法
心
蓮
台
云
云
、
」
と
あ
っ
て
、



Amv 

安
然
の
主
張
の
ご
と
く
に
金
側
界
三
摩
地
の
心
地
を
表
示
す
る
為
の
引
文
と
し
て
『
本
覚
讃
』
が
援
引
さ
れ
、
続
け
て
「
胎
界
意
於
＝
自

v

，
 

心
ぱ
到
八
分
肉
団
－
観
－
－
八
業
蓮
華
－
顕
－
一
本
覚
理
－
金
界
意
於
－
Z
回
心
以
日
浄
菩
提
心
－
十
六
分
計
一
献
大
有
ν之
、
依
レ
之
観
コ
月
輪
十
六
分
－
証
－
一
本

J

ナ
tw

セ

テ

皐

覚
理
－
也
云
云
、
・
・
・
・
・
叉
云
、
八
葉
肉
団
観
＝
白
蓮
華
－
者
、
白
色
是
自
性
清
浄
色
故
寄
＝
白
色
－
観
ν之
、
是
八
薬
肉
団
、
男
向
ν上

｛謁》

女
向
レ
下
、
故
且
女
ヲ
ハ
非
法
器
ト
云
也
、
難
レ
然
発
－
一
成
仏
之
心
－
時
向
レ
上
也
、
是
変
成
男
子
ト
云
也
、
」
と
、

金
胎
両
部
の
意
味
を
対

比
す
る
中
で
、
い
わ
ゆ
る
八
業
心
性
蓮
華
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

と
す
る
と
、
宗
祖
は
こ
れ
ら
の
法
門
を
知
悉
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
が
、
身
延
で
の
講
義
に
お
い
て
も
弟
子
逮
に
か
か
る
こ

と
を
解
説
し
て
お
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
と
推
測
さ
れ
る
。

約
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「
同
見
聞
ハ
三
巻
〉
」
八
巻
中
に
説
か
れ
る
心
性
本
覚
思
想
関
連
に
つ
い
て
、
日
朝
は
『
本
噂
抄
』
の

土
却
》

第
十
一
番
問
答
を
注
す
る
「
私
記
」
第
二
の
八
草
木
発
心
修
行
ス
ル
耶
事
〉
に
「
汗
栗
駄
心
」
の
説
明
を
、
同
じ
く
第
二
十
番
問
答
を
釈

す
る
「
見
聞
」
巻
六
の
冒
頭
部
色
、
か
な
り
の
紙
面
を
割
い
て
い
わ
ゆ
る
肉
体
即
仏
の
雲
表
明
す
る
箇
所
が
あ
句

「
本
尊
抄
私
記
（
五
巻
〉
」
・

ま
ず
日
朝
は
「
汗
栗
駄
心
」
の
説
明
に
つ
い
て
、
安
然
の
『
菩
提
心
義
抄
』
の
説
を
援
引
し
て
、
例
え
ば
「
菩
提
心
義
云
、
汗
栗
駄
是

真
・
恋
文
心
・
・
・
・
・
栗
駄
，
且
合
意
志
・
・
・
・
・

2、
凡
命
中
ず
二
百
－
名
－
－
汗
栗
駄
J

、
其
相
八
分
宏
一
誌
と
あ
っ
て
、

そ
の
ぬ
い
踏
ん
で
い
る
o

二
に
八
尋
云
就
ヱ
此
御
本
尊
－
戒
定
慧
本
尊
習
様
如
何
〉
の
項
で
、
日
朝
は
本
尊
を
戒
・
定
・
慈
の
三
類
に
分
ち
、
「
懇
」
の
本
尊
を
説

《“v

く
と
こ
ろ
で
、
「
一
塔
中
ポ
迦
多
宝
並
座
紙

Y
是
則
一
切
衆
生
W

胸
中
ず
－
八
薬
密
華
－
、
肉
団
是
也
、
此
肉
団
夢
野
智
二
一
尊
具
こ
，
と
、
八

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
会
一
〉

ハ
中
傑
〉



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
会
一
〉

業
蓮
華
説
を
述
べ
、
続
け
て
〈
尋
云
、
本
迩
曇
茶
羅
不
同
有
レ
之
耶
〉
の
十
界
長
茶
羅
説
示
中
で
、

さ
ら
に
〈
尋
云
肉
団
心
具
－
一
理
智
二
尊
－
意
如
何
〉
中
に
、
「
肉
団
心
者
指
レ
之
云
－
己
心
一
也
、

ト

《

絹

》

経
一
是
也
」
と
、
「
己
心
直
体
は
即
妙
法
五
字
」
と
い
う
一
つ
の
図
式
、

〈
中
傑
〉

〈

m
w
v

真
言
の
八
薬
九
尊
に
つ
い
て
記
し
、

．
・
・
私
云
己
心
直
体
称
コ
妙
法
蓮
華

「
肉
団
は
己
心
」
、

い
わ
ゆ
る
肉
体
即
仏
の
意
の
表
現
が
看
取

さ
れ
る
。

な
お
日
朝
に
は
心
性
本
覚
関
連
の
日
蓮
遺
文
に
つ
い
て
、
語
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

｛ゆ

以
上
、
む
す
び
と
し
て
拙
稿
の
要
略
を
い
う
な
ら
ば
、

（

1
〉
人
界
と
仏
界
の
相
即
を
説
く
な
ら
ば
、

一
念
三
千
論
に
よ
る
の
が
宗
祖
の
本
来
の
面
白
で
あ
っ
て
、
心
性
蓮
華
等
の
密
教
々
学

(108) 

に
よ
る
も
の
は
所
詮
傍
系
の
論
で
あ
ろ
う
。

〈

2
〉
己
心
の
直
体
は
妙
法
五
字
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
心
性
蓮
華
説
に
基
づ
い
た
肉
体
即
仏
の
意
の
表
明
が
、
日
朝
に
は
見
受
け
ら
れ

る。
等
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

ハ
1
〉

ハ
2
〉

宗
全
一
六
巻
（
一

O
三
J
三
七
八
）

拙
稿
「
朝
師
御
雷
見
聞
の
一
考
察

l
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
に
つ
い
て

l
」

れ
た
い
。

注
ハ
2
〉
参
照

拙
稿
「
日
朝
の
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
の
検
討
l
数
法
相
配
釈
に
つ
い
て
｜
」

ハ
三
八
二

1
三
八
四
『
印
度
学
仏
教
学
研
究
』
三
ニ

l
一
〉
を
参
照
さ

ハ
3
〉

〈

4
〉

ハ
四
三
J
四
四
『
棲
神
』
五
七
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。



一
八
二
J
三
三
五
、
『
日
蓮
宗
事
典
』
〈
四
三
七
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
円
道
民
「
宗
祖
と
慈
覚
・
智
証

l
要
麟
先
生
へ
の
疑
議
」
〈
一
九
三
『
大
崎
学
報
』
一
二
一
一
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

伝
円
仁
の
『
諸
仏
掌
中
要
決
』
〈
日
蔵
〈
天
台
宗
顕
教
章
疏
一
一
〉
五
八
四
〉
に
「
心
性
本
覚
」
の
用
語
例
が
あ
る
。

浅
井
要
麟
氏
『
回
避
聖
人
教
学
の
研
究
』
ハ
二
七
二
J
二
七
五
〉
、
勝
呂
信
静
民
「
宗
学
上
の
二
・
三
の
問
題
点
」
〈
三
七
一

l
三
七
二
『
日
蓮

教
学
の
諸
問
題
』
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

大
正
蔵
経
一
八
｜
六
ハ
下
〉
・
一
一
ハ
下
）

大
正
蔵
経
三
九
｜
六
二
三
ハ
上
）
、
七
O
五
ハ
中
〉
彦
照

注
〈
叩
〉
参
照

『
望
月
仏
教
大
辞
典
』
（
一

l
四
七
五
J
四
七
六
〉
、
『
仏
教
語
大
辞
典
』
ハ
九
六

0
・
二

O
七
〉
、
『
日
蓮
聖
人
選
文
辞
典
』
〈
九
一
八
〉
、

『
密
教
大
辞
典
』
（
一
ー
三
一
七
〉
、
浅
井
要
麟
氏
前
掲
著
〈
ニ
六
七
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
円
道
氏
『
上
古
日
本
天
台
本
門
思
想
史
』
ハ
三
七
五

J
三
九

0
・
四
O
O
J四
O

C
、
日
蔵
〈
解
題
三
〉
（
四
六

J
四
八
〉
を
参
照
さ
れ

た
い
。
日
蔵
〈
天
台
宗
密
教
章
疏
一
〉
〈
芸
ニ
八
〉
、
浅
井
要
麟
民
前
掲
箸
ハ
二
六
八
）
、
日
本
思
想
大
系
9
・
『
天
台
本
覚
論
』
（
五

O
九
〉
を
参
照

さ
れ
た
い
。

浅
井
円
道
氏
前
掲
著
〈
六
三
四
〉
、
日
蔵
〈
解
題
三
〉
（
一
一
一

O
t
一
ニ
ニ
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

日
蔵
〈
天
台
宗
密
教
章
疏
三
〉
（
四
二
三
〉
、
な
お
特
に
巻
一
ハ
四
二
三

t
四
三

O
）
に
そ
の
主
張
が
顕
著
で
あ
る
。

天
全
〈
解
説
V

C
ニニ
J
三
一
号
、
硲
慈
弘
氏
『
日
本
仏
教
の
開
展
と
そ
の
基
調
ハ
下
〉
』
（
一
一
七
〉
、
『
天
台
本
覚
論
』

一
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

天
全
九
｜
四
八

天
全
九
｜
四
六

浅
井
要
麟
民
前
掲
著
ハ
ニ
六
九
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
o

天
台
本
覚
論
（
五
四

O
I五
四
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

天
全
九
｜
二
八
二

日
蔵
〈
解
題
ニ
〉
〈
ニ
九
一

J
二
九
＝
口
、
注
ハ
剖
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
つ
一
）

（

5
〉

（

6
〉

（

7
〉

ハ
8
〉

（

9
〉

（叩〉

（

日

）

ハロ〉
〈時〉

〈

M
〉

（時〉
〈時〉
ハげ〉

〈国〉
〈四）
ハ却〉
〈幻〉
〈怨〉
〈幻〉

〈
中
傑
〉
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ハ
五
三
九
・
五
四



日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
つ
一
〉

天
台
本
覚
論
会
ニ
・
五
五
六
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
身
延
山
蔵
全
四
帖
の
中
、
日
意
所
持
本
は
第
一
二
了
三
が
存
で
第
四
は
欠
、
日
朝
所

持
本
は
第
一
・
ニ
が
欠
で
第
三
・
四
が
一
冊
本
〈
第
三
・
四
と
の
分
巻
は
な
い
）
と
し
て
存
、
外
・
内
題
に
「
修
禅
寺
相
伝
私
注
」
と
あ
る
。
ち

な
み
に
、
『
伝
教
大
師
全
集
』
第
五
に
収
録
さ
れ
る
も
の
は
、
「
修
禅
寺
相
伝
私
注
」
と
「
修
禅
寺
相
伝
日
記
」
と
に
大
別
さ
れ
て
い
る
。

伝
全
五
｜
二
ニ
二
、
な
お
日
朝
の
所
持
本
の
二
六
紙
袈
に
あ
る
。

注
〈
幻
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

天
全
九
1
五
一
一
一

浅
井
要
麟
民
前
掲
著
ハ
ニ
七

O
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
同
抄
に
は
、
例
え
ば
「
衆
生
胸
中
蓮
華
。
四
仏
四
菩
薩
住
ま
。
」
ハ
天
全
九
｜
五
三

五
〉
と
か
「
蓮
華
三
昧
経
云
。
帰
命
本
覚
心
法
身
。
常
住
妙
法
心
蓮
台
。
本
来
具
足
三
身
徳
。
三
十
七
尊
住
心
誠
」
ハ
天
全
五

O
七

t
五
O
八〉

の
言
が
あ
る
。

浅
井
要
麟
氏
『
昭
和
新
傭
日
蓮
聖
人
遺
文
全
集
・
別
巻
』
（
二
八
三
〉
・
前
掲
著
ハ
二
七
ニ
J
二
七
三
・
二
七
八
J
二
八

O
〉
、
『
日
蓮
聖
人
遺

文
辞
典
』
（
八
六
三
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
要
麟
民
前
掲
著
『
新
傭
遺
文
・
別
巻
』
ハ
三
二
四
〉
・
前
掲
著
ハ
二
七
三
）
、
前
掲
『
遺
文
辞
典
』
ハ
四
一
九
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
要
麟
氏
前
掲
著
〈
ニ
七
三
l
ニ
七
四
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

浅
井
円
道
氏
前
掲
著
ハ
五
三
七

t
五
四
一
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
（
沼
〉
参
照

宗
全
二
ニ
〈
例
言
一
〉
、
拙
稿
「
金
網
集
の
一
考
察
」
（
四
三
七

t
四
三
八
『
日
蓮
教
団
の
諸
問
題
』
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

宗
全
一
四
｜
五
四
八
〈
附
録
金
網
集
第
六
別
巻
〉
に
「
真
言
五
智
四
身
事
私
云
如
＝
余
帖
一
略
レ
之
也
」
と
あ
っ
て
、
つ
づ
け
て
「
本
巻
二
五
二
頁

一
O
行
ヨ
り
二
五
七
頁
六
行
エ
至
ル
全
同
」
と
あ
る
。

宗
全
＝
＝
｜
三
五
六

浅
井
円
道
民
前
掲
著
〈
七
四
三

t
七
四
六
〉
・
「
金
網
集
と
法
華
問
答
正
義
抄
」

注
〈
お
）
参
照

宗
全
一
六
｜
一
四
六
l
一
四
七

宗
全
二
ハ

l
二
六
九

t
ニ
七
O

そ
の
他
、
宗
全
二
ハ

l
二
八
四
・
三
五
二

t
三
五
三
等
も
参
照
さ
れ
た
い
。

（
中
傑
〉

ハM
m）

ハお〉
（お）
（幻〉

〈
叩

ω）
ハ却〉

ハ釦）
（剖）
ハ沼〉
（鈎〉
（拠〉
ハお）

〈お〉
（間引）

〈
叩
ぬ
〉

〈鈎〉
（川仰〉

〈
川
引
〉
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（
五
五
『
大
崎
学
報
』
一
三
五
〉
を
参
照
さ
れ
た
い
。



ハ位）
〈必〉

（
川
明
）

（
店
W
〉

ハ必〉

注
ハ
鈎
〉
参
照

日
蔵
〈
天
台
宗
密
教
章
疏
三
〉

宗
全
一
六

l
二
六
九

注
ハ
μ
制
〉
審
照

宗
全
一
六

l
二
七

O

〈
四
二
＝
一

t
四
二
五
・
四
二
九
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

な
お
『
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
』
は
定
造
、
『
日
蓮
宗
々
晶
子
全
書
』
は
宗
全
、
『
日
本
大
蔵
経
』
は
日
蔵
、

『
天
台
宗
全
書
』
は
天
全
、
『
伝
教
大
師
全
集
』
は
伝
全
、
と
そ
れ
ぞ
れ
略
称
し
た
。

日
朝
の
「
本
尊
抄
私
記
・
見
聞
」
の
検
討
ハ
ニ
）

ハ
中
傑
〉

『
大
正
新
傭
大
蔵
経
』
は
大
正
蔵
経
、

(111) 


